
平
成
二
十
九
年
度
　
仏
教
文
学
会
・
和
歌
文
学
会
・
説
話
文
学
会
十
二
月
合
同
例
会
　
要
旨

中
世
古
今
集
注
釈
と
テ
ク
ス
ト
・
信
仰
・
学
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
国
文
学
研
究
資
料
館
　
海
野
圭
介

　『
古
今
和
歌
集
』
や
『
伊
勢
物
語
』、『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
王
朝
古
典
に
対
す
る
注
釈
的
理
解
が
、
中
世
以
降
の
文
学
や
芸
能
を
生
み
出

す
知
識
基
盤
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
か
ら
久
し
い
。
片
桐
洋
一
、
伊
藤
正
義
と
い
っ
た
先
達
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
鉱
脈
は
、

そ
の
範
囲
を
広
げ
つ
つ
穿
鑿
さ
れ
、『
和
漢
朗
詠
集
』、『
法
華
経
』、『
日
本
書
紀
』
な
ど
の
注
釈
的
営
み
と
そ
の
成
果
と
が
続
々
と
発
掘
さ

れ
て
い
っ
た
。
こ
の
大
き
な
動
き
は
、「
注
釈
」
と
い
う
研
究
領
域
を
中
世
文
学
研
究
の
な
か
に
形
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
生
み
出
す

学
問
環
境
へ
の
関
心
か
ら
、
漢
学
、
密
教
、
神
道
等
々
の
、
か
つ
て
知
の
紐
帯
と
し
て
あ
っ
た
領
域
の
生
み
出
し
た
様
々
な
テ
ク
ス
ト
へ

の
検
討
が
そ
れ
に
続
い
て
い
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
柄
で
あ
ろ
う
。
学
問
と
知
識
、
信
仰
と
儀
礼
と
い
っ
た
輪
郭
の
や
や
曖
昧
な
も
の
へ

の
理
解
は
、
そ
れ
ら
を
具
現
化
し
た
テ
ク
ス
ト
群
の
発
掘
と
検
討
を
通
し
て
深
化
し
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
領
域
の
理
解
に
「
注
釈
」
研

究
の
果
た
し
た
役
割
は
計
り
知
れ
な
い
。

　「
人
の
心
を
た
ね
と
し
て
よ
ろ
ず
の
こ
と
の
葉
と
な
る
」
と
い
う
こ
の
国
の
文
学
の
枠
組
み
を
語
り
、
ま
た
、
必
然
的
に
、
あ
わ
せ
て
こ

の
国
の
成
り
立
ち
を
も
語
る
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
『
古
今
和
歌
集
』
注
釈
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
学
問
的
営
為
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
和
歌

文
学
の
研
究
者
が
個
々
の
資
料
の
検
討
を
行
い
、
そ
の
記
載
内
容
と
詞
章
と
の
比
較
か
ら
能
テ
ク
ス
ト
の
成
立
環
境
を
考
え
る
形
で
芸
能

を
対
象
と
す
る
研
究
者
の
検
討
が
続
い
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
個
別
の
事
例
が
報
告
さ
れ
る
に
至
り
、
和
歌
注
釈
を
含
む
、「
注
釈
」
は
閉

じ
た
テ
ク
ス
ト
で
は
な
く
、
様
々
な
領
域
の
言
説
形
成
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
注
釈
の
性
格
は
今
ま
で
も

具
体
的
事
例
の
報
告
を
以
て
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
研
究
の
深
化
に
と
も
な
い
、
他
の
領
域
の
達
成
が
見
え

に
く
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
間
の
関
係
性
が
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
あ
る
い
は
歴
史
的
意
味
や
機
能
を

有
し
て
い
る
の
か
？
と
い
う
根
源
的
な
問
い
か
け
に
つ
い
て
は
、
よ
う
や
く
に
見
通
し
が
つ
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
互
い
に
連
関
す
る
領

域
や
資
料
も
膨
大
で
、
依
然
と
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
事
例
か
ら
個
々
に
推
測
し
て
い
る
段
階
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
現

状
に
お
い
て
、
関
連
す
る
諸
領
域
の
研
究
者
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
視
点
と
成
果
と
を
問
い
、
そ
れ
ら
を
共
有
し
つ
つ
新
た
な
方

向
性
を
求
め
て
行
く
こ
と
は
、
こ
の
分
野
の
進
展
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

　
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
和
歌
文
学
会
、
説
話
文
学
会
、
仏
教
文
学
会
の
三
つ
の
学
術
学
会
の
例
会
を
合
同
す
る
企
画
と
し
て
起
案
さ
れ
、

相
互
の
理
解
の
進
展
も
目
論
ま
れ
て
い
る
。『
古
今
和
歌
集
』
の
注
釈
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
そ
こ
を
起
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
諸
問
題

に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
個
別
の
報
告
に
、
デ
ィ
ス
カ
サ
ン
ト
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
、
フ
ロ
ア
を
併
せ
た
活
発
な
討
議
を
期
待
し
た
い
。

譬
喩
と
古
今
注
　
―
為
顕
流
・
宗
祇
流
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
神
秀
美

　「
古
今
伝
授
」
の
語
義
を
導
入
と
し
よ
う
。
古
今
は
古
今
集
、
伝
授
は
、
特
に
秘
密
仏
教
で
形
成
さ
れ
た
教
育
シ
ス
テ
ム
を
緩
く
指
す
。

初
歩
か
ら
、
師
資
交
座
の
中
で
最
秘
奥
を
教
授
す
る
ま
で
。
階
梯
は
相
当
な
長
期
間
に
亘
り
、
終
に
は
伝
法
灌
頂
の
儀
式
に
至
り
つ
く
。

だ
か
ら
古
今
伝
授
は
、
古
今
集
と
そ
れ
に
纏
わ
る
多
様
な
知
識
を
、
伝
授
の
形
式
で
伝
え
る
教
育
シ
ス
テ
ム
、
と
定
義
で
き
よ
う
。

　
古
今
集
の
講
釈
が
い
く
ど
か
あ
る
。
整
っ
た
シ
ス
テ
ム
で
は
最
終
盤
、
つ
ま
り
「
灌
頂
伝
授
」
の
際
の
全
巻
講
釈
は
詳
し
く
ま
た
深
く
、

筆
録
し
た
ノ
ー
ト
＝
聞
書
を
、
弟
子
は
先
生
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
う
。
加
証
を
乞
う
。
こ
れ
に
口
伝
を
上
乗
せ
す
る
。
口
伝
は
紙
に
書

か
れ
れ
ば
「
別
紙
」「
切
紙
」
と
い
わ
れ
、
薄
い
草
子
＝
冊
子
の
場
合
も
。
通
常
秘
伝
書
な
ど
と
呼
ん
で
、
こ
の
授
受
の
段
階
の
み
を
「
古

今
伝
授
」
と
称
し
た
論
者
も
あ
っ
た
。
特
に
注
目
し
た
い
の
は
「
聞
書
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
注
釈
書
」
の
一
種
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

秘
伝
書
も
注
に
加
え
う
る
。
い
わ
ゆ
る
「
古
今
注
」
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
分
量
は
大
き
い
。

　
洋
の
東
西
を
と
わ
ず
、
中
世
は
注
釈
書
の
時
代
だ
、
と
い
え
る
。
内
容
的
に
は
非
常
な
深
読
み
と
し
か
い
い
よ
う
の
な
い
、
強
引
な
し

か
し
面
白
い
解
釈
も
多
い
。
創
造
的
誤
読
と
い
っ
て
も
よ
い
。
新
た
に
物
語
や
神
話
を
創
る
に
等
し
い
の
だ
が
、
過
去
の
古
典
に
託
け
る
、

と
い
う
形
式
で
語
り
手
の
創
造
性
発
露
の
回
路
が
形
成
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
室
町
の
前
期
、
応
永
あ
た
り
を
境
と
し
て
前
期
伝
授
期
／
後
期
伝
授
期
と
二
区
分
す
る
。
前
期
を
代
表
す
る
の
が
鎌
倉
期
の
為
顕
流
、

後
期
を
代
表
す
る
の
が
室
町
期
の
宗
祇
流
で
あ
る
。
今
回
は
こ
の
二
流
派
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
譬
喩
」
解
釈
を
例
示
す
る
。
現
代
人
に
は
同

感
で
き
ま
い
が
、
こ
こ
に
、
講
者
の
思
想
内
容
は
も
っ
と
も
表
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

　
一
．
為
顕
流
。
聞
書
と
し
て
は
「
毘
沙
門
堂
本
古
今
和
歌
集
注
（
仮
称
）」。
伊
勢
物
語
と
の
同
一
視
が
甚
だ
し
く
、
作
者
未
詳
の
歌
を
、

伊
勢
登
場
人
物
に
比
定
し
て
解
釈
し
て
ゆ
こ
う
、
と
い
う
指
向
が
強
い
。
伝
書
と
し
て
は
「
玉
伝
深
秘
巻
」「
古
今
灌
頂
」
な
ど
。
大
日
如

来
が
姿
を
変
え
、
住
吉
の
神
－
人
丸
－
業
平
と
化
現
、
和
歌
・
男
女
の
道
す
な
わ
ち
即
身
成
仏
の
道
、
と
説
き
、
胎
内
五
位
を
経
て
大
日



如
来
が
人
と
な
り
、
ま
た
歌
と
な
る
、
と
い
う
。
密
教
の
一
派
の
伝
書
を
取
り
込
ん
で
和
歌
論
に
仕
立
て
直
し
て
い
る
。

　
二
．
宗
祇
流
。
聞
書
に
「
古
今
和
歌
集
両
度
聞
書
」「
古
聞
」
な
ど
。
上
記
の
よ
う
な
古
注
の
観
点
は
脱
落
、
譬
喩
論
は
多
く
毛
詩
の
大

序
に
よ
り
、
教
誡
的
・
教
訓
的
な
内
実
＝
「
下
の
心
」
を
通
常
の
歌
解
に
続
け
て
示
す
こ
と
が
多
い
。
切
紙
に
は
天
台
教
学
を
援
用
す
る

も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
五
山
禅
林
で
講
ぜ
ら
れ
た
学
の
木
魂
を
き
く
。
神
仏
に
加
え
て
顕
著
な
儒
の
要
素
の
混
入
が
見
ら
れ
、
こ
の
よ

う
な
混
淆
思
想
に
よ
っ
て
、
伝
授
体
系
・
内
容
を
再
構
成
し
よ
う
と
し
た
学
派
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

『
玉
伝
深
秘
巻
』
の
宗
教
的
基
盤
と
神
祇
書
へ
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
應
義
塾
大
学
付
属
研
究
所
斯
道
文
庫
　
高
橋
悠
介

　
本
発
表
で
は
、
ま
ず
古
今
注
の
為
顕
流
の
伝
書
の
中
で
も
、
主
に
『
玉
伝
深
秘
巻
』
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
み
え
る
宗
教
的
な
基
盤
を
取

り
上
げ
る
。『
玉
伝
深
秘
巻
』
に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一
氏
・
三
輪
正
胤
氏
・
石
神
秀
美
氏
な
ど
に
よ
り
基
礎
的
な
性
格
や
諸
本
関
係
が
整

理
さ
れ
、
近
年
で
は
、
日
本
古
典
偽
書
叢
刊
の
第
一
巻
に
名
古
屋
大
学
本
を
底
本
と
し
た
抄
録
が
収
め
ら
れ
、
詳
細
な
脚
注
が
施
さ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
諸
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
特
に
森
羅
万
象
が
仏
体
で
あ
り
、
そ
の
森
羅
万
象
を
詠
み
顕
す
の
が
和
歌
で
あ
る
と
い
う
、『
和

歌
古
今
灌
頂
巻
』
に
も
一
部
共
通
す
る
理
念
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
諸
本
に
よ
り
異
同
の
著
し
い
伝
書
で
全
体
的
な
こ
と
を
い

う
の
は
難
し
い
が
、
そ
れ
で
も
こ
う
し
た
理
念
の
文
脈
を
考
え
る
の
は
無
駄
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、古
今
注
の
展
開
、そ
の
裾
野
を
見
渡
す
上
で
、『
神
祇
陰
陽
鈔
』（
書
名
は
諸
本
に
よ
り
異
な
る
が
、仮
に
上
記
の
よ
う
に
総
称
す
る
）

と
い
う
神
祇
書
に
注
目
し
た
い
。
本
書
に
は
、『
玉
伝
深
秘
巻
』
と
同
様
の
金
札
の
話
が
引
か
れ
て
い
る
が
、『
玉
伝
深
秘
巻
』
の
金
札
伝
は
、

か
つ
て
熊
沢
れ
い
子
氏
が
能
「
金
札
」
の
基
盤
と
し
て
注
目
し
た
も
の
で
、金
札
伝
の
流
伝
の
様
相
を
考
え
る
上
で
も
興
味
深
い
。
加
え
て
、

『
神
祇
陰
陽
鈔
』
に
は
、「
経
信
伝
」「
定
家
伝
」
に
云
く
、
な
ど
と
称
し
て
神
道
説
が
述
べ
ら
れ
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
こ
う
し
た
神
祇

書
を
み
る
こ
と
で
、
為
顕
流
に
顕
著
な
古
今
注
が
神
道
説
・
密
教
説
を
取
り
込
ん
で
い
く
面
だ
け
で
な
く
、
逆
に
古
今
注
の
影
響
を
受
け
、

和
歌
秘
伝
の
形
を
取
る
神
祇
書
が
出
て
く
る
様
相
が
み
え
て
く
る
。

吉
田
神
道
と
『
古
今
和
歌
集
』
註
釈
一
斑
　
　
―
『
古
今
和
歌
集
』
註
釈
史
と
中
世
後
期
・
近
世
前
期
学
問
史
の
一
隅
を
め
ぐ
っ
て
―

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
員
　
野
上
潤
一

　
中
世
後
期
、
吉
田
兼
倶
に
よ
っ
て
大
成
さ
れ
た
吉
田
神
道
と
『
古
今
和
歌
集
』
註
釈
・
古
今
伝
受
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
和
歌
文
学
研
究

の
立
場
か
ら
、三
輪
正
胤
氏
「
神
道
者
流
『
八
雲
神
詠
伝
』
の
成
立
」（『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』
風
間
書
房
、一
九
九
四
年
、初
出
一
九
七
九
年
）、

同
氏
「
神
道
者
流
『
八
雲
神
詠
伝
』
の
流
伝
」（『
歌
学
秘
伝
の
研
究
』、初
出
一
九
七
九
年
）、同
氏
「『
八
雲
神
詠
伝
』
の
成
立
、再
説
」（『
歌

学
秘
伝
の
研
究
』、
初
出
一
九
八
五
年
）、
海
野
圭
介
氏
「
吉
田
神
道
と
古
今
伝
受
―
『
八
雲
神
詠
伝
』
の
相
伝
を
中
心
に
―
」（『
中
世
神
話

と
神
祇
・
神
道
世
界
』
竹
林
舎
、二
〇
一
一
年
）
等
が
、主
に
、吉
田
兼
倶
に
よ
る
偽
作
と
考
え
ら
れ
る
「
藤
原
定
家
発
給
卜
部
兼
直
宛
誓
紙
」

を
権
威
の
存
立
基
盤
と
す
る
秘
伝
書
・『
八
雲
神
詠
口
決
』
と
古
今
伝
受
（
三
条
西
実
隆
『
古
今
伝
受
書
』（
永
正
七
年
二
月
十
八
日
伝
授
）・

『
当
流
切
紙
』
二
十
四
通
（
三
条
西
実
枝
授
→
細
川
幽
斎
受
）
に
お
け
る
『
八
雲
神
詠
口
決
』
享
受
、
お
よ
び
、
後
陽
成
院
・
桜
町
院
・
冷

泉
為
村
へ
の
『
八
雲
神
詠
口
決
』
伝
授
）、
ひ
い
て
は
、
吉
田
家
・
吉
田
神
道
と
古
今
伝
受
の
関
わ
り
を
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の

通
り
で
あ
る
。

　
一
方
、
神
道
史
研
究
に
お
い
て
は
、
夙
に
西
田
長
男
氏
「「
八
雲
神
詠
口
訣
」
の
成
立
―
中
世
に
於
け
る
神
道
文
学
論
の
発
生
に
就
い
て

―
」（『
国
語
国
文
』
八
―
一
、一
九
三
八
年
一
月
）
が
、
上
記
の
問
題
に
加
え
、
中
世
か
ら
近
世
に
亘
っ
て
、『
八
雲
神
詠
口
決
』
を
め
ぐ
る
、

思
想
史
上
の
展
開
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
る
が
、
和
歌
文
学
研
究
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
参
照
さ
れ
て
お
ら
ず
、
研
究
領
域
を
横
断
す
る
研
究

の
蓄
積
は
成
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
①
『
八
雲
神
詠
口
決
』
を
除
く
、『
日
本
書
紀
』
註
釈
を
は
じ
め
と
し
た
吉
田
神
道
関
係
典
籍
と
、
②

『
古
今
和
歌
集
』
註
釈
、
お
よ
び
、
三
条
西
家
流
古
今
伝
受
・
御
所
伝
受
を
除
く
古
今
伝
受
関
連
資
料
の
交
渉
に
関
し
て
、
③
横
断
的
に
検

討
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
発
表
で
は
、
学
問
史
研
究
の
立
場
か
ら
、
上
記
の
問
題
を
考
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
和
歌
文
学
研
究
と
神

道
史
研
究
に
架
橋
す
る
こ
と
を
目
指
し
つ
つ
、『
古
今
和
歌
集
』
註
釈
史
と
中
世
後
期
・
近
世
前
期
学
問
史
の
一
隅
を
闡
明
す
る
こ
と
と
す
る
。

具
体
的
に
は
、『
古
今
和
歌
集
』
註
釈
・『
八
雲
神
詠
口
決
』
末
書
・
古
今
伝
受
関
連
資
料
に
お
け
る
吉
田
神
道
関
係
典
籍
利
用
等
を
検
討

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
吉
田
神
道
が
、『
古
今
和
歌
集
』
関
連
資
料
に
お
け
る
支
配
的
神
道
思
想
で
あ
る
こ
と
、『
古
今
和
歌
集
』
関
連
資

料
が
、
ほ
ぼ
一
方
的
に
吉
田
神
道
に
依
存
し
て
い
る
（
吉
田
家
は
介
入
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
）
こ
と
、
吉
田
神
道
が
、
古
註
的
思

考
＝
理
論
的
枠
組
を
補
完
す
る
、
あ
た
ら
し
い
知
識
・
理
論
、
お
よ
び
、
権
威
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
等
、『
古
今
和
歌
集
』
関
連

資
料
に
お
け
る
吉
田
神
道
の
位
置
づ
け
を
再
考
し
た
い
。


